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生涯学習への動機づけとエピソードバッファの関連 

 

小林亮太*・小田真実**・岩佐康弘***・則武良英**** 

 

要旨 

 近年、社会の急速な変化に対応したり、精神的な豊かさを追求したりするために、生涯学習の重要性が

高まっている。本研究ではそうした生涯学習への動機づけとワーキングメモリのコンポーネントの１つで

あるエピソードバッファの関係性について検討を行った。97名の参加者にエピソードバッファを測定する

３つの課題と生涯学習への動機づけを測定する尺度への回答を求めた。階層的重回帰分析を行ったものの、

仮説に反して、生涯学習への動機づけとエピソードバッファの間に有意な関連は認められなかった。こう

した結果が得られた理由について、参加者の年齢と生涯学習への動機づけの種類の観点から考察を行った。 

 

キーワード：エピソードバッファ、ワーキングメモリ、生涯学習、動機づけ 

 

 

 

問 題 

 社会が急速に変化する現代においては、生涯学習の

重要性が高まっている。生涯学習とは、人々が生まれ

てから死ぬまでに行う様々な学習であり、学校教育や

社会教育だけでなく、文化活動、スポーツ活動、レク

リエーション活動、ボランティア活動、企業内教育、

趣味など多様な場や機会において行われる学習である

（赤尾，2012；文部科学省，2018）。今日では社会や政

治、経済、科学技術、そしてそれらに影響を受けた日

常生活や職場の環境が急速に変化している。そのため、

青年期までの学校教育で身に着けた知識や技術だけで

は環境に対応することが容易ではなくなっており、生

涯に渡って学び続けることがより不可欠となっている

（川野辺，1999）。また、平均寿命の延伸（厚生労働省，

2021）に伴い、生きがいのための学習需要が高まって

いることも生涯学習が重要視される背景の１つとなっ

ている（文部科学省，2006）。 

 生涯学習については様々なベネフィットが指摘され

ている（e.g., Laal, 2012; Laal & Salamati, 2012）。たと

えば、知識や技術のアップデートすることで仕事の質

の向上や昇進に繋がったり、生涯学習の場での交流に

より新たな対人関係の構築や地域コミュニティへの参

加が促進されたりすることが考えられている。Park et 

al.（2014）では、写真編集や複雑な刺繍のような認知

負荷の高い学習に持続的に取り組むことで、高齢者の

認知機能が高まることが報告されている。また、生涯

学習と精神的健康の関連についても検討がなされてお

り、生涯学習に取り組む時間の長さと主観的幸福感の

間に正の関連があることが示されている（ e.g., 

Narushima et al., 2013, 2018）。 

 生涯学習について考える上で重要な要因として、動

機づけが指摘できる。動機づけとは、ある目標を達成

するために行動を起こし、それを持続し、目標達成へ

と導く内的な力である（Ryan & Deci，2000；桜井，1997）。

生涯学習に限った話ではないが、動機づけが高ければ

特定の学習への取り組みが増大・持続し、その学習活

動から得られる知識や技術も大きくなると考えられる

（e.g., Linnenbrink & Pintrich, 2002; Pintrich & De 
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Groot, 1990）。 

 では、どういった者が生涯学習への動機づけが高い

のだろうか。現在は、生涯学習という言葉が普及し、

そのための施設や環境の整備が少しずつ進んでいる。

しかし当然ではあるものの、生涯学習への動機づけに

ついては個人差があり、積極的に参加する者もいれば

そうでない者もいる。こうした個人差に関わる要因と

して、エピソードバッファ（episodic buffer）が想定で

きる。以下では、エピソードバッファについて説明を

した上で、生涯学習への動機づけにエピソードバッフ

ァが関わると考えられる理由について言及する。 

 まず、エピソードバッファとはワーキングメモリの

構成要素の１つであり、様々な情報源からの情報を統

合（i.e., バインディング）し、その情報を一時的に保

持するシステムだと考えられている（Baddeley，2018 

佐伯・齊藤訳，2020）。代表的なワーキングメモリのモ

デルであるマルチコンポーネントモデルでは、当初言

語や音韻的情報を一時的に保持する音韻ループ、視空

間情報を一時的に保持する視空間スケッチパッド、そ

して注意の焦点化や分割、移行をすることで音韻ルー

プと視空間スケッチパッドを管理する中央実行系とい

う３つのシステムでワーキングメモリが構成されてい

るとされていた（Baddeley, 1983, 2012; Baddeley & 

Hitch, 1974）。しかし、単語群が有意味文を構成してい

る場合に無関係な単語の組み合わせの場合より、記憶

できる単語数が多いといった従来の枠組みでは解釈が

難しい知見が複数報告されるようになった（Baddeley, 

2000）。こうした背景でマルチコンポーネントモデルに

追加されたシステムがエピソードバッファであり、視

空間スケッチパッド、音韻ループ、そして長期記憶と

いった複数の情報をバインディングすることで単一の

表象を形成し、保持する機能を有すると想定された

（Baddeley, 2000; Baddeley et al., 2011）。このエピソ

ードバッファを仮定することで、従来のモデルでは説

明が困難な知見の説明が可能になった。たとえば、上

述の単語群が有意味文を構成する場合には、音韻ルー

プの情報（i.e.，単語）と長期記憶に由来する情報（i.e.，

有意味文）がエピソードバッファにおいて統合される

ことでいわゆるチャンキングができるため、チャンキ

ングができない無意味な単語群の場合より記憶成績が

高かったと考えられる。 

 次に、エピソードバッファが生涯学習への動機づけ

に関わる理由について言及する。上述のようにエピソ

ードバッファは異なる情報を統合処理するシステムで

ある。そのため、図表などの視覚情報を確認しながら、

テキストを読んだり、講師の発話を聴いたりするよう

な生涯学習に深く関わっており、エピソードバッファ

に優れる者ほどその学習活動は促進されうると考えら

れる（Albano et al.，2016；室橋，2014；立田，2003）。

また、文化活動やスポーツ活動のような体験的な生涯

学習においても、学びを深めていくには体験で得た新

たな情報を長期記憶の情報と結びつけ、長期記憶とし

て保持していくこと、つまりはエピソードバッファの

機能が重要だと推察される。このようにエピソードバ

ッファは学習に関与しており、エピソードバッファに

優れていれば、ある生涯学習について上手く取り組め

るかどうかや、その取り組みによって得られる結果に

ついての期待が高まるだろう。そして、こうした期待

が学習への動機づけを支えていることを踏まえると

（Atkinson, 1957; Bandura, 1977）、エピソードバッフ

ァに優れる者は生涯学習に取り組もうとする動機づけ

が高くなりやすいと考えられる。この考えに関連して、

エピソードバッファを測定した研究ではなく、また、

７歳児を対象とした研究である点に留意は必要である

ものの、Pascoe et al.（2018）ではワーキングメモリと

学習への動機づけに関連があることが報告されている。 

 以上を踏まえ本研究では、エピソードバッファと生

涯学習への動機づけの関連について検討する。具体的

には一般成人を対象にオンライン上でエピソードバッ

ファを測定する課題を実施する。その後、生涯学習へ

の動機づけを測定する尺度（浅野，2002，2006）への

回答を求め、両者の関係性について解析を行う。上述

の内容を踏まえると、エピソードバッファと生涯学習

への動機づけの間に正の関連があると予測される。生

涯学習をすることで、新たな知識や技術を獲得したり、

対人関係や精神的健康を良好に保ちやすくなるといっ

たベネフィットがあることを踏まえると、生涯学習を

促進する要因の特定は重要だと考えられる。 

 

方 法 

参加者  

 クラウドソーシングサイトであるクラウドワークス

上で参加者を募集し、103名が後述の課題と質問紙に回

答した。課題中にエラーが発生した者が１名いたため、

解析から除外した。また、質問紙に「この質問項目で

は必ず「４：あてはまる」を選択してください」とい

うSatisfice検出項目を設定したところ（三浦・小林，

2015）、「４」以外の回答を行った者が１名いたため、

解析から除外した。そして、課題にはパソコンを用い

て取り組むよう求めたものの、スマートフォンを利用
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した者が４名いたため、解析から除外した。最終的に

97名（男性58名，女性39名，平均年齢＝40.031歳（SD

＝7.761））を解析対象とした。なお、サンプルサイズ

ついてはエピソードバッファの個人差について検討し

た先行研究（e.g., Fosco et al., 2020; Wang et al., 2015）

を参考に、80名程度を目標とした。その上で、著者ら

の過去の研究において解析から除外された人数を考慮

し、最終的な解析対象の人数が目標値に届くように募

集を行った。 

 

手続き  

 参加者には後述のエピソードバッファに関わる３つ

の課題、および生涯学習への動機づけ尺度を含む質問

紙への回答を求めた。課題、および質問紙はGorilla 

Experiment Builderを用いて作成し、各参加者が所有す

るパソコンのブラウザ上で回答させた。実験・調査の

最後に、デモグラフィック変数として年齢、性別、最

終学歴（１：中学校，２：高等学校，３：専門学校・

高等専門学校・短期大学，４：大学，５：大学院（修

士），６：大学院（博士））、年収（１：200万円未満，

２：200万円以上―400万円未満，３：400万円以上―600

万円未満，４：600万円以上―800万円未満，５：800万

円以上―1000万円未満，６：1000万円以上―1200万円

未満，７：1200万円以上―1400万円未満，８：1400万

円以上）を尋ねた。課題に必要な時間は30分程度であ

り、質問紙に必要な時間は15分程度であった。課題、

および尺度全てに回答した参加者に対しては謝礼とし

て990円を支払った。なお、本研究の手続きについては

福岡県立大学大学院人間社会学研究科 研究倫理部会

（審査番号: 22-10）の承認を受けた。実験は2022年11

月に実施した。 

 

エピソードバッファ測定課題  

 Wang et al.（2015）を参考に、エピソードバッファ測

定課題を実施した（Figure 1）。エピソードバッファ測

定課題は言語短期記憶課題、視覚短期記憶課題、バイ

ンディング課題の３つの下位課題によって構成されて

いる。言語短期記憶課題は音韻ループの記憶容量を、

視覚短期記憶課題は視空間スケッチパッドの記憶容量

を測定する課題であり、バインディング課題は視覚刺

激と聴覚刺激を統合する能力を測る課題である。しか

し、バインディング課題にはその手続き上、音韻ルー

プと視空間スケッチパッドの容量も影響してしまう。

そのため先行研究（e.g., Wang et al., 2015）では、言語

短期記憶課題と視覚短期記憶課題の成績を統計的に統

制した上で、バインディング課題の成績を投入するこ

とで、より正確なバインディング能力、ひいてはエピ

ソードバッファの個人差と目的変数の関連について検

討が行われている。本研究においても先行研究と同様

の手法を用いて、エピソードバッファと生涯学習への

動機づけの関連について検討を行うこととした。 

 言語短期記憶課題 各試行では注視点の提示後、湯

澤（2010）による単語らしさの低い非単語音声刺激

（e.g.，あぎ, ざぞ）を１つずつ、合計６つ提示した

（学習段階）。なお、非単語音声刺激は心理学を専攻す

る日本語母語話者の女性によって発話された。学習段

階の後、参加者には提示された刺激の再認を順不同で

求めた（再認段階）。この６刺激提示から回答までを１

試行とし、合計10試行実施した。学習段階において注

視点、および各刺激は１秒提示し、刺激間には0.25秒

の間隔を設定した。また、６刺激提示から回答開始ま

でには１秒の間隔を設けた。再認段階の回答時間は最

大36秒とし、制限時間を超過した場合にはその時点ま

での回答を記録した。各試行で提示される刺激は、「あ

ぎ」「ざぞ」「ぞぽ」「ねぺ」「ばび」「ぷぬ」「ぺぼ」「ぬ

お」の中から６つが擬似ランダムに選択された。再認

時の選択肢にはこの８つの刺激を文字として全て提示

した。なお、提示刺激数を２つとした以外は本番と同

一の手続きの練習試行を４試行行った上で、本番10試

行を実施した。 

 視覚短期記憶課題 基本的に言語短期記憶課題と同

一の手続きで実施した。ただし、非単語音声刺激の代

わりにVanderplas & Garvin（1959）による連想価の低

い図形刺激を用いた。学習段階で使用した刺激は

Figure 1Bの再認段階に示したものであった。 

 バインディング課題 各試行では注視点の提示後、

言語短期記憶課題の非単語音声刺激と視覚短期記憶課

題の図形刺激の同時提示を行った。同時提示を３回行

った後、再認段階に進んだ。再認段階では、非単語音

声刺激か図形刺激のいずれかを提示した上で、同時提

示されたペアを回答するように求めた。なお、非単語

音声刺激と図形刺激の組み合わせ、および再認時に音

声刺激と図形刺激のいずれを回答するかは擬似ランダ

ムに設定した。これを１試行とし、合計10試行実施し

た。刺激の提示時間などの設定は言語短期記憶課題と

基本的に同一であった。ただし、１度に記銘する刺激

の数が２つに増えたことを踏まえ、刺激の提示時間は

２秒に設定した。また、再認の回答時間については同

時提示された刺激ペアごとに回答を求める関係で、１

ペアの回答時間を６秒とした（i.e.，１試行の最大回答
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時間：１ペア６秒×３ペアの回答＝18秒）。 

 エピソードバッファを測定する上記３課題について

は、言語短期記憶課題、および視覚短期記憶課題を行

った後に、バインディング課題に取り組ませた。言語

短期記憶課題と視覚短期記憶課題の順番についてはカ

ウンターバランスをとった。解析のための回答の数量

化については統計解析のセクションに記した。 

 

尺 度 

 浅野（2002）で作成された尺度を用いて生涯学習へ

の動機づけを測定した。この尺度は積極的関与と継続

意志という２つの下位尺度から構成される（浅野，2002，

Figure 1. エピソードバッファ測定課題の概略図 
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2006）。前者の積極的関与下位尺度（e.g.，自分では、

学習意欲は高い方だと思う）は生涯学習への動機づけ

の強度を反映する尺度であり、どの程度生涯学習に積

極的に取り組もうとしているかを測定している。そし

て、後者の継続意志下位尺度（e.g.，できるだけ長く勉

強を続けたい）は生涯学習への動機づけの持続性を反

映する下位尺度であり、将来に渡って学習を継続しよ

うとする程度を反映していると考えられる。各項目に

ついて (1)全く当てはまらないから、(4)とても当て

はまるで回答を求めた。得点が高いほど、動機づけが

高いことを意味する。なお、本研究におけるクロンバ

ックのα係数は積極的関与下位尺度が.871、継続意志

下位尺度が.826であった。 

 なお本研究では、日本語版Adult Attention-deficit 

hyperactivity disorder (ADHD) Self-Report Scale（Takeda 

et al.，2017）、日本語版対人反応性指標（日道他，2017）、

読解方略尺度（犬塚，2002）、日本語版Emotion 

Regulation Questionnaireの再評価下位尺度（吉津他，

2013 ）、 日 本 語 版 Cognitive Emotion Regulation 

Questionnaireの肯定的再評価下位尺度（Urano et al.，

2022）、情動コンピテンスプロフィール日本語短縮版

（野崎・子安，2015）、日本語版Positive and Negative 

Affect Scheduleのネガティブ情動下位尺度（佐藤・安田，

2001）の測定も行ったが、研究目的が異なるため本稿

では言及しない。 

 

統計解析 

 本研究の解析にはHAD（清水，2016）を用いた。エ

ピソードバッファ測定課題や尺度に欠損値は含まれな

かったものの、デモグラフィック変数の年収について

のみ欠損値が５つ認められた。そのため、年収を利用

した解析（i.e.，階層的重回帰分析）ではリストワイズ

削除を行った。なお、本研究の解析で使用したデータ

は https://osf.io/78jtk/ から利用可能である。 

 エピソードバッファを測定する３課題については正

しく再認できた刺激の数を算出し、正答数として解析

で利用した。正答数の最大値は言語短期記憶課題と視

覚短期記憶課題においては60（１試行６刺激×10試行）

であり、バインディング課題では30（１試行３刺激×

10試行）であった。なお、言語短期記憶課題と視覚短

期記憶課題において７つ以上の回答がなされることが

あったものの、そうした回答は言語短期記憶課題、視

覚短期記憶課題ともに４試行ずつ確認されるに留まっ

たこともあり、解析から除外する対応を行った。生涯

学習への動機づけについては下位尺度ごとに平均値を

算出し、解析に利用した。 

 

  

平均値 SD 1-1. 1-2. 1-3. 2-1. 2-2. 3. 4. 5.
1. エピソードバッファ測定課題

　1-1. 言語短期記憶課題 49.887 4.044
　1-2. 視覚短期記憶課題 49.165 4.281 .251 *

　1-3. バインディング課題 16.371 5.225 .270 ** .387 **

2. 生涯学習への動機づけ

　2-1. 積極的関与 2.258 0.782 -.130 .076 -.011
　2-2. 継続意志 2.448 0.894 -.124 .040 -.049 .833 **

3. 年齢 40.031 7.761 -.223 * -.025 -.258 * -.014 .036
4. 性別 / / .091 -.027 .014 .026 -.012 .021
5. 最終学歴 3.454 0.878 -.009 .030 -.019 .020 .050 -.062 -.089
6. 年収 3.216 1.878 -.097 -.178 -.122 .177 .072 -.105 .085 -.085

** p <.01, * p <.05.

各 記 計値 相関係

Note: 性別: 男=1, 女=2; 最終学歴: 1=中学校, 2=高等学校, 3=専門学校・高等専門学校・短期大学,
4=大学, 5=大学院 (修士), 6=大学院 (博士); 年収: 1= 200万円未満, 2= 200万円以上―400万円未満,
3= 400万円以上―600万円未満, 4= 600万円以上―800万円未満, 5= 800万円以上―1000万円未満,
6= 1000万円以上―1200万円未満, 7= 1200万円以上―1400万円未満, 8= 1400万円以上

Table 1 各変数の記述統計値と相関係数 
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結 果 

 まず、各変数の記述統計値と相関係数を算出した

（Table 1）。そして、エピソードバッファと生涯学習へ

の動機づけの関連について検討するために、生涯学習

への動機づけの積極的関与、および継続意志下位尺度

のそれぞれを目的変数とした階層的重回帰分析を実施

した。階層的重回帰分析のstep 1には年齢、性別、最終

学歴、年収といったデモグラフィック変数を投入した。

Step 2からは言語短期記憶課題と視覚短期記憶課題の

正答数を投入した。そしてstep 3からバインディング課

題の正答数も投入した。まず積極的関与下位尺度を目

的変数とした解析の結果（Table 2）、step 3におけるR2

は.066（p=.506）であり、バインディング課題の正答

数と積極的関与下位尺度の間には関連は認められなか

った（β=-.013, p=.915）。また、デモグラフィック変

数や各短期記憶課題の正答数と積極的関与下位尺度の

間にも有意な関連は示されなかった（step 3: βs<.190, 

ps>.080）。同様に、継続意志下位尺度を目的変数とし

た解析を行ったものの（Table 3）、step 3におけるR2

は.031（p=.899）であり、バインディング課題の正答

数と継続意志下位尺度の間には関連は認められなかっ

た（β=-.041, p=.735）。また、こちらの解析において

もその他の変数と継続意志下位尺度の間に関連は確認

されなかった（step 3: βs<.101, ps>.376）。 

 

考 察 

 本研究の目的はエピソードバッファと生涯学習への

動機づけの関連について検討することであった。解析

の結果、生涯学習への積極的関与、および継続意志の

いずれについてもエピソードバッファとの間に有意な

Table 2 生涯学習への動機づけの積極的関与下位尺度を目的変数とした階層的重回帰分析 

β CI下限 CI上限 p β CI下限 CI上限 p β CI下限 CI上限 p

年齢 .006 -.199 .212 .951 -.025 -.236 .185 .811 -.028 -.247 .190 .798
性別 .014 -.192 .219 .896 .032 -.174 .237 .761 .032 -.175 .238 .760
最終学歴 .037 -.169 .243 .721 .031 -.173 .236 .761 .031 -.175 .237 .767
年収 .179 -.027 .386 .088 .185 -.024 .394 .082 .184 -.027 .395 .087
言語短期記憶課題 -.158 -.374 .059 .152 -.156 -.376 .064 .162
視覚短期記憶課題 .148 -.064 .360 .168 .152 -.075 .380 .186
バインディング課題 -.013 -.245 .220 .915

R 2 .033 .543 .066 .389 .066 .506

Note: βは標準化偏回帰係数を意味する。

　 　   CI下限とCI上限については95%信頼区間の上限値と下限値を示した。

Step 1 Step 2 Step3

Table 3 生涯学習への動機づけの継続意志下位尺度を目的変数とした階層的重回帰分析 

β CI下限 CI上限 p β CI下限 CI上限 p β CI下限 CI上限 p

年齢 .049 -.159 .257 .641 .021 -.194 .235 .849 .011 -.211 .234 .921
性別 -.014 -.222 .193 .890 .000 -.209 .210 .997 .001 -.209 .211 .991
最終学歴 .059 -.149 .267 .575 .054 -.154 .263 .605 .053 -.157 .262 .620
年収 .083 -.125 .292 .430 .081 -.132 .295 .451 .078 -.137 .293 .473
言語短期記憶課題 -.133 -.354 .088 .235 -.128 -.352 .096 .259
視覚短期記憶課題 .087 -.129 .303 .425 .101 -.131 .332 .389
バインディング課題 -.041 -.278 .197 .735

R 2 .011 .907 .029 .841 .031 .899

Note: βは標準化偏回帰係数を意味する。

　   　 CI下限とCI上限については95%信頼区間の上限値と下限値を示した。

Step 1 Step 2 Step 3
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関連は示されなかった。本研究では、エピソードバッ

ファに優れる者は学習への期待が高く保たれやすいた

め、生涯学習への動機づけが促進されると予測してい

たものの、こうした仮説は支持されなかった。エピソ

ードバッファだけでなく、音韻ループや視空間スケッ

チパッドの個人差とも生涯学習への動機づけが関連し

なかったことも踏まえると、エピソードバッファを含

むワーキングメモリは生涯学習への動機づけにあまり

関わらない可能性も想定される。 

 本研究の仮説が支持されなかった理由として、20歳

から60歳を対象としたことが関係しているかもしれな

い。エピソードバッファを含むワーキングメモリは児

童期や青年期にかけて成長していく（Alloway & 

Alloway, 2013a; Swanson, 1999）。発達の途中にある児

童や生徒においては、ワーキングメモリが学習活動に

深く関わっており（Alloway & Alloway, 2013b 杉村訳, 

2015; Daneman & Merikle, 1996; Friso-Van den Bos et 

al., 2013）、ワーキングメモリに優れることが学習活動

の円滑な実施、ひいてはその後の学習への期待の高ま

りに寄与しやすいと考えられる。他方で、ワーキング

メモリに困難を抱える場合には学習活動が阻害され、

学習への期待感も抑制されうる。そのため、先行研究

（Pascoe et al., 2018）で示されたように児童において

はワーキングメモリと学習への動機づけが有意に関連

すると考えられる。一方で、本研究で対象とした成人

は、ワーキングメモリが発達途上にある児童生徒より

も、ワーキングメモリ容量における個人差が少ない。

そのため、ワーキングメモリ容量の個人差に起因する

学習活動が上手くいく程度やその結果生じる学習への

期待感に差異が生じにくい可能性が考えられる。こう

した結果として、成人においてはエピソードバッファ

や音韻ループ、視空間スケッチパッドといったワーキ

ングメモリの個人差と生涯学習への動機づけが関連し

なかったのかもしれない。 

 本研究において生涯学習への動機づけの種類を考慮

しなかったことが無関連という結果に繋がった可能性

も考えられる。動機づけの代表的な区分として、自分

の興味や価値観、目標に基づいて行動を起こす内発的

動機づけと外的な報酬や罰などに基づき行動を起こす

外発的動機づけがあり、さらに詳細な下位区分も存在

している（Harter, 1981; Lepper et al., 2005）。そして、

Pascoe et al.（2018）では児童を対象に調査を行い、ワ

ーキングメモリが自分の知識や能力を高めたいという

内発的動機づけ（i.e., mastery）とは正の相関を有する

が、興味や好奇心を満たすために学習しようとする内

発的動機づけ（i.e., curiosity）とは負の相関を有するこ

とが報告されている。本研究においてはそうした動機

づけの種類を区別せずに測定を行ったため、無関連と

いう結果が得られたのかもしれない。この点について

は生涯学習への動機づけを区分して測定できる尺度を

作成し、検討していく必要がある。 

 本研究では年齢と生涯学習への動機づけの関連も有

意ではなかった。一方で、本研究で用いた尺度を作成

した研究（浅野，2002）では、年齢が高いほど生涯学

習への積極的関与も継続意志も高いことが示されてい

る。こうした結果の差異が生じた理由として、調査対

象者の所属の違いが想定できる。浅野（2002）では放

送大学に所属する学生を対象としていた。日本では、

特に社会人大学生が少なく、年齢が上がるほどその人

数は減っていく（文部科学省，2016）。こうしたことを

踏まえると、年齢が高い者ほど強い目的意識や学習へ

の動機づけを持って放送大学に所属している可能性が

高く、その結果として浅野（2002）のように年齢と生

涯学習への動機づけとの間に正の関連が示されたと推

察される。他方で、本研究ではクラウドソーシングサ

イトを利用して参加者を募集した。現在大学に通って

いるかは直接確認していないものの、放送大学生のみ

を参加者とした場合と比べると、学生の割合は非常に

少なかっただろう。こうした参加者の違いのために本

研究では年齢と生涯学習への動機づけの関連が認めら

れなかったと考えられる。 

 相関分析の結果、音韻ループ、およびエピソードバ

ッファ容量と年齢の間に負の相関関係が確認された。

こうした結果は年齢を重ねるほど、ワーキングメモリ

容量が低下することを示した先行研究（e.g., Alloway & 

Alloway, 2013a）と一致している。一方で、本研究にお

いては視空間スケッチパッド容量と年齢が無相関とい

う先行研究（Alloway & Alloway, 2013a）と異なる結果

も示されている。こうした差異には、本研究において

参加者をクラウドワークスで募集したことが関係して

いるかもしれない。クラウドワークスを活用している

参加者はそうでない参加者と比べるとパソコンやスマ

ートフォンといった電子機器に馴染んでおり、視覚刺

激に触れる機会が多かった可能性がある。そして、そ

の結果として年齢が高くとも視空間スケッチパッド容

量が低くなりにくいという結果に繋がったのかもしれ

ない。この点については今後の研究も確認しつつ、議

論をしていく必要があるだろう。 

 本研究では生涯学習への動機づけを促進する要因と

してエピソードバッファの個人差という心理的要因に
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焦点を当てて研究を行った。しかし、生涯学習への動

機づけを高め、学習活動に取り組む者を増やすために

は、そうした心理面だけでなく、環境面にも焦点を当

てる必要がある（文部科学省，2018）。たとえば、片岡

他（2019）では、育児中でも生涯学習へ参加しやすい

用に勉強会や研修会などを子どもの預け先のある平日

の日中に実施するといった試みが重要であると指摘し

ている。また、時間や移動に制限のある者でも参加し

やすいようにオンライン学習環境を整えていくことも

必要だろう。今後は生涯学習への動機づけを高める心

理的要因についての検討も進めつつ、環境的要因の検

討や両者の相互作用について明らかにしていくことが

生涯学習への参加を促進するために重要と考えられる。 
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